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カ
イ
コ
の
紡
糸
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

工
業
生
産
に
応
用
さ
せ
た
い
。

　私はかつて蚕糸業で栄えた長野県上田
市の出身です。子どもの頃からカイコが
身近にあり、カイコや蜘蛛の糸を研究で
きる生体分子化学研究室に迷わず入りま
した。もともと興味があった分野なので、
研究がとても楽しく、さらに知識を深め
るために大学院へ進みました。生体分子
化学研究室では、根本的な現象を解明す

る基礎研究に取り組んでいます。自分の
興味があることをとことん追求できるの
で、製品開発など実用的なゴールに向か
う応用研究とは、違った面白さを感じて
います。研究室のメンバーは私のように
学部から進学した人もいれば、他大学や
高専から来た人もおり、また、他の研究室
と交流するチャンスもあるので、多様な
人たちと切磋琢磨できる環境が刺激に
なっています。
　私の研究開発のテーマは「環境に優し
いものづくり」です。繊維や化学など、どの
分野に進むかはまだ決めていませんが、
大学院で身に付けた分析力や目標を達成
する根気強さを生かし、将来は地球環境
に貢献できる研究者になりたいです。

　自然が作り出す物質には、形成のメカ
ニズムが解明されていないものがあり、
カイコが繭玉を作る際に口からはき出す
絹糸もそのひとつです。カイコは体内に
あるフィブロインというゲル状のたんぱ
く質を変化させ、口から絹糸としてはき
出しますが、体内でどのように物質を糸
状に変化させているのか、詳しくはわ
かっていません。私はその紡糸のメカニ
ズムを研究しており、カイコが紡ぐ絹糸
の詳細な分子構造や集合体形成のメカニ
ズムを解明することで、環境に優しい紡
糸方法の開発につなげることを目標にし
ています。糸を工業生産する工程では有
機溶媒が使われたり、高温高圧な環境が
必要だったり、環境への負担が大きい場
合があるので、その必要がないカイコの

紡糸方法を人工的に模倣できれば、環境
に優しい糸を生産できます。卒業論文で
は、カイコの体内にある金属イオンがた
んぱく質のフィブロインにどう影響する
かを解明し、高い評価をいただきました。

� ] � J � › � r � > � b � ” � —�Z�y�€�y	º�y�p

�ˆ�À
Ñ
R�»�¶
•�È�� 
\
ú� �;�=�¶�¯�”�µ

博士前期課程1年（学年は取材時のもの）
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　学部生として取り組んだ都市計画の研
究をもっと深めたいと考え、大学院へ進
学しました。研究をしながら、将来進む
べき道について考える時間が欲しかった
というのも理由です。大学院での 2年間
で興味の分野が広がりましたし、何より

好奇心のおもむくままに研究に没頭でき
る時間は貴重だったと感じています。研
究室ではプロジェクトやイベントを開催
する機会が多かったため、周りの意見を
聞きながら計画を実行していく実務的な
スキルも身に付きました。
　卒業後は地元の住宅会社へ就職し、顧
客の目線に立った住宅提案をしたいと
思っています。これからの住宅会社は
ハードとして建物を提案するだけでな
く、地域でどう幸せに暮らしていけるか
を含めて提案する時代です。そういった
意味で、コミュニティに入りこんで都市
計画を研究したプロジェクトでの経験
は、きっと役立つと思っています。

　地方都市では低未利用地と言われる空
き地や空き家、利用頻度が低い駐車場が
増えており、福井市街も例外ではありま
せん。私が所属する研究室ではそんな低
未利用地の活用方法を探り、持続可能で
創造的な町づくりにつなげる研究をして
います。実際に地域住民の皆さんにアン
ケートを行ってみると、福井市街は空洞
化が進みつつも、空き地を菜園利用して
豊かに暮らしている人が多いことに気付
きました。プロジェクトではそのニーズ
や実態を調査するため、福井市郊外でコ
ミュニティ菜園を行い、学生と地域住民
が情報交換しながら課題解決に取り組み
ました。町づくりにはどの地域にも当て
はまる正解は存在しません。単純に都市
型、郊外型の枠に当てはめるのではなく、

地域ごとに暮らしやすさのカタチを提案
する都市計画が必要です。コミュニティ
菜園では学生が地域に入り込むことで、
住民の思いやニーズを深く知ることの大
事さに気付かされ、地域とともに課題を
解決できてこそ持続可能な町づくりがで
きることを学びました。
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博士前期課程1年（学年は取材時のもの）
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　学部生だった時は座学が中心でした
が、大学院では研究が学びのメインにな
ります。私が所属する研究室は、専門以
外でも必要があれば自分たちでなんでも
製作するスタイルで、例えば、3D CAD

でカメラを固定するパーツを作ったり、
ハードウェアの回路を設計したりしたこ
ともありました。目的を実現するために
必要な情報を信頼できるソースから探索
するスキルも身に付いたと思います。専
門だけにこだわらず幅広いスキルを磨け
たことは大きな収穫です。大学院で、さ
まざまな経験を積んだことで自分が何を
すべきかを考えるようになり、技術者と
して進むべき方向が明確になりました。
卒業後は医療機器メーカーで開発をしま
す。まずは技術者としてさらにスキル
アップし、将来は患者さんや医療従事者
の負担を減らせるような機器やシステム
を開発していきたいです。

　私は子どもの頃、身体があまり強くあ
りませんでした。何度か外科手術を経験
しましたが、医療機器の進歩により身体
への負担が小さくて済み、その経験から
「自分も工学で医療を支援したい」と思う
ようになりました。学部時代から医療工
学系の計算機支援診断研究室へ入り、大
学院に進んでからは全人工膝関節置換術
の支援システムを開発する研究をしてい
ます。全人工膝関節置換術とはリウマチ
などの病気によって変形した膝関節をイ
ンプラント（人工関節）に置き換える手術
ですが、膝には左右があり、サイズもさま
ざまなため、取り違えることなく正確に
置換しなければなりません。私の研究で
は、カメラでインプラントの種類やサイ
ズを自動認識できるようにし、サイズ違

いといった医療ミスを防ぐことを目的と
しています。医療機器メーカーとの共同
研発のため、メーカーの担当者から手術
のデモンストレーションを見学させても
らい、研究へ生かしました。医工が連携し
た研究開発では、分野を越えて専門家が
意見交換し、システムを開発する難しさ
と面白さを体験できました。
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博士前期課程2年（学年は取材時のもの）
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工学研究科は、平成28年度～令和元年度（第3期中期目標期間）の教育に関
して、大学院生の積極的な海外派遣、実践力を育むPBL科目の実施、地元施
設を活用した原子力人材の育成など、特色ある教育プログラムの実施によ
り、独立行政法人大学改革支援・学位授与機構より高い評価を得ました。

国際会議における口頭発表などのために大学院生が海外派遣されることは珍しくありません。優秀な発表により表彰される学生も毎
年います。

第49回米国機械学会配管と圧力容器強度に関する国際会議において
第23回Rudy Scavuzzo杯争奪学生セッションの学士・修士部門第1位と
なった森紘亮さん（原子カ・エネルギー安全工学専攻）

台湾で開催された2017 International Symposium on Optomechatronic 
Technologyにおいて、73件の発表中トップの評価を得て、Best Paper 
Awardが授与された坂野琢弥さん（知能システム工学専攻）。

独立行政法人大学改革支援・学位授与機構による全体の評価結果は、
以下からご覧になれます。
http://www.niad.ac.jp/n_hyouka/kokuritsu/kekka_h28/
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海外派遣により、コミュニケーション能
力などの汎用的技能も大きく向上しま
す。平成27年度に海外派遣された工学
研究科の学生のコンピテシー（能力）の
変化を、「福井大学グローバル・コンピ
テシー・モデル」により自己評価した結
果、海外派遣による各種コンピテシー
の大幅な向上が明らかになりました。
なお、海外派遣日本人学生数は平成30
年度に74名となり、平成27年度の約
1.9倍に増加しています。COVID-19の
影響を受けた令和2年度も、65名と高い
水準を維持しています。

※ 「福井大学グローバル・コンピテシー・モデ
ル」では、「自己学習力・問題解決能力」、「コ
ミュニケーション能力（語学力含む）」、「専門
知識・能力」など7つの能力等を、ルーブリッ
ク方式によりレベル1～5の5段階で自己評価
します（レベル5が最高）。「自己学習カ・問題
解決能力」の場合、レベル2と3は以下のよう
に設定されています。

レベル2： 現状を分析し、目的や課題を明確にし
て課題解決のための具体的な目標、計
画を立てることができる。

レベル3： 課題解決に向けた目標、計画のもと、周
囲の人にも働きかけて協力を得ながら
確実に行動を起こすことができる。

※調査対象の1,456組織（全国の国立大学法人等の学部・研究科等）の中での評価

学生を鍛える仕組み

教育活動の状況

高い質にある

※上位33%以内

G ra du a t e  S ch oo l  o f  E n g i n e e r i n g .  Master 's  Pro gram   1 1



大学院を修了し、社会で活躍されている先輩方に、
当時の研究生活で得られた「味方」、身についた「見方」を伺いました。

自分の成長につながる「ミカタ」は、
思いがけない所にあるのかもしれません。

わ た し の「 ミ カ タ 」
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株式会社アイシン・デジタルエンジニアリング
デジタル技術部　第2グループ 勤務（勤務先は取材時のもの）

山下　雄也さん （機械工学専攻 2018年修了）

私が所属していた研究室は研究とプライベートを大切にし
てくださる研究室でした。自分で研究する時間を決めるこ
とができるため、研究を頑張るときは一日中研究ができ、プ
ライベートを優先したいときは、研究室の仲間や先生と思
いっきり遊ぶことが出来ました。プライベートが充実する
と研究室に笑顔があふれ、雰囲気が良くなることで意見交
換をお互いにしやすくなり、研究を行いやすい環境が自然
とできていました。研究室生活から仕事を頑張るだけでな
くプライベートを充実させることも仕事を円滑に進めるた
めに重要なことだと気づくことができました。先生のおか
げで社会人生活の中でも大切なことを学ぶことができ、感
謝しております。

研
究
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

両
立
の
大
切
さ
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経験を成長に変える力
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川田工業株式会社 勤務（勤務先は取材時のもの）

畑　千晴さん （建築建設工学専攻 2020年修了）

三谷商事株式会社 
情報システム事業部 システム部 勤務（勤務先は取材時のもの）

久保田　龍一郎さん （情報･メディア工学専攻 2021年修了）

株式会社明電舎 
研究開発本部 コアテクノロジ開発部 
ハードウェア開発課 勤務（勤務先は取材時のもの）

浅井　郁帆さん （電気電子工学専攻 2020年修了）

大学院での研究を進めていくにあたり必要となったのは、
論理的思考でした。得られた解析結果から考察し、より良い
精度に落とし込んでいくには、論理的な思考が求められま
した。研究室の先生や先輩、時には同期とも相談しながら研
究を進めていくことで、自分一人では行き詰ってしまった
であろうことも順序立てて解決していくことができまし
た。このように、日々研究室の仲間と話し合いながら研究を
進めていくことで、私自身の論理的思考が身に付いていっ
たと感じます。大学院での研究で培った論理的思考、論理的
な見方は、就職活動の自己分析等でも活かすことができま
したし、現在の業務でも大いに活用できていると感じてい
ます。

研
究
室
の
先
生
、

仲
間
と
の
話
し
合
い
の
中
で

身
に
着
け
た「
論
理
的
な
思
考
」
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進化し続けている分野で特に重要なのは、コミュニケー
ション力です。週一回のゼミとミーティングでは、直面し
た問題点やそれに対してどのように解決したかなどを、先
生や同じ研究室の仲間に理解してもらうように「伝える」
ことが必要でした。また、研究室の仲間が何に悩んでいる
のかを「聞き出す」こともありました。コミュニケーション
を通じて情報共有していき、仲間と共に成長することが特
に重要だと実感しました。また、就職活動や会社でも同様
にコミュニケーションは必要不可欠です。少しでも成長で
きるように、間違えを恐れずに色々なことに挑戦していっ
てください。

進
化
し
続
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重
要
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大学院で所属していた研究室では、同期でも異なるテーマ
を研究していたので、直接一緒に作業するということはあ
りませんでした。そのため、壁にぶつかったときに一人で悩
んだかというとそうではありません。
研究室のメンバーはそれぞれで専門性を高め、自身で研究
に取り組んでいました。テーマが違っても研究を通じて得
たそれぞれの経験・知識・ツールは、自分の研究の参考に
することが可能で、研究を一歩進めることができたのはよ
く覚えています。社会人になったときに周りからヒントを
得ようとする姿勢は身につけておいて損はないと思いま
す。

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
に

一
人
で
悩
ま
ず
、周
り
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
大
切
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わ た し の「 ミ カ タ 」
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日信化学工業株式会社 勤務（勤務先は取材時のもの）

上山　智大さん （材料開発工学専攻 2020年修了）

日本電気硝子株式会社 勤務（勤務先は取材時のもの）

角間　真人さん （生物応用化学専攻 2019年修了）

福井鋲螺株式会社 勤務（勤務先は取材時のもの）

河島　佑介さん （物理工学専攻 2021年修了）

研究室ではミーティングや学会などで資料を作る機会があ
りますが、私は発表で使う資料の作成が特に苦手でした。
「人に伝える」ということを目的とした資料の作成は、相手
にこちらの考えを的確に伝えることが重要だと思います
が、それを具体的に実行するのは非常に難しく感じました。
しかし、先生からの助言や、日々のミーティングや学会で見
る資料を参考に、少しずつですが資料を改善することがで
きていったと思います。院に進学すると、資料を作成する機
会がその分増え、単なる学問的な知識だけではなく、自分の
考えを的確に表現する力も養えたことは非常にありがたく
感じています。

発
表
は
自
己
満
足
で
終
わ
ら
せ
ず
、

相
手
に
伝
わ
ら
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
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工学研究科に在籍していたこともあって、自分の研究がど
ういったものに応用できるのか、将来的にどのように役に
立つのかを意識しなければいけないということを学びまし
た。ただ我武者羅に研究をするのではなく、今自分が行って
いる研究はどのようなことに応用できるのか、応用するた
めにはどういった性質を調べる必要性があるのかを常に考
え、研究に取り組んでいました。この考え方は仕事上でも非
常に重要です。自社製品に顧客や社会が求めている特性は
一体何なのか、そのためにどういった特性を調べる必要性
があるのか、これを常に意識して仕事に取り組んでいます。
基本的なことですが、重要なことであり、私の大事なミカタ
です。

我
武
者
羅
に
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、

研
究
の
そ
の
先
を
意
識
し
て
取
り
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む
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私は、研究生活を通して、2つのミカタを得ることができま
した。
1つは「研究室の同期」です。研究室の同期はそれぞれ異なる
研究をしていましたが、テーマや内容には近いものがあり
ました。そのため、時には互いに相談しながら研究を進めた
り、行き詰まった部分をそれぞれ共有したり、他愛もない会
話がヒントとなることもありました。また、2つ目は、「先生
の指導」です。先生からは、研究に関することはもちろん文
章作成能力や論理的思考力など、社会でも必要となる能力
など手厚い指導をしていただきました。これにより、目標に
到達するためのプロセスの大切や違う視点からのアプロー
チの重要性を実感しました。実社会でもこの経験は、幅広い
視野や考え方など役立っています。

仲
間
と
の
会
話
か
ら
の
ヒ
ン
ト
の
存
在
、

手
厚
い
指
導
か
ら
社
会
で
も

必
要
と
な
る
力
の
習
得
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経験を成長に変える力

オムロンソフトウェア株式会社 勤務（勤務先は取材時のもの）

南川　直紀さん （知能システム工学専攻 2020年修了）

株式会社クラレ 勤務（勤務先は取材時のもの）

永濱　寿章さん （繊維先端工学専攻 2021年修了）

10
�˜�h�`�w
� Û � § � »

関西電力株式会社 勤務（勤務先は取材時のもの）

奥出　陽香さん （原子力･エネルギー安全工学専攻 2017年修了）

大学院生活では、先生の勧めで原子力学会や国際学会等へ
参加し、大勢の前での研究発表を多く経験しました。発表資
料作成時や毎週の打ち合わせの時間は、専攻内でも過去最
長（当時）と思われるほどであり、その中では、先生から技術
的な内容と共に、「資料の作り方」や「文章の書き方」を徹底
的にご指導いただき、「熟語ひとつに対しても根拠を持ち記
載すること」や「資料の内容に妥協しないこと」を学びまし
た。また、多くのプレゼンを通して、伝わりやすい話し方、間
の取り方についても身につけることが出来ました。現在仕
事をする上で最も役立っている経験です。経験の場を紹介
いただき、指導していただいた先生に感謝しております。

資
料
の
中
の
熟
語
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ま
で

根
拠
を
持
っ
て
記
載
し
、

内
容
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し
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い
こ
と
。
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大学院での研究は、思うような結果が得られず自分が思っ
ているよりも研究が進まないことが多々あります。しかし、
想定していなかった結果から、なぜそのような結果になっ
たのか常々指導教員よりご指導を受けました。「なぜ？」と
いうことを常に考えていたおかげでPDCAを回す癖が学生
時代に身に付き、大学院時代に培った経験が今の仕事でも
活きています。研究が上手くいかなくても一人で抱え込ま
ず、指導教員や研究室の仲間に相談したり、時には息抜きと
して思い切り遊んだりとメリハリをつけ生活することが社
会人になる前のステップとしては、とても貴重な経験だと
思います。

得
ら
れ
た
結
果
に
対
し

「
な
ぜ
？
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い
う
疑
問
を
抱
く
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私は「表情」といった人・感情を扱う分野に興味があり、福
祉工学が専門の研究室を志望しました。配属後もイメージ
に変わりはなく、且つ、指導教官の方から、懇切丁寧な助言・
指導をいただくことで研究を楽しく主体的に進めることが
できました。研究を通して実感したことは、人間は自分の興
味・関心のあることに対してがむしゃらに取り組むことが
出来る点です。「好きこそ物の上手なれ」ということわざが
ありますが、研究に関しても同様であり、自分が面白いと思
い、行動することで成果は付いてくると感じました。これか
ら大学院を志望される方々も自分の本当にやってみたいこ
とを明らかにして、有意義な研究室生活を送ってください。

興
味
関
心
の
追
求
＝
成
果
の
実
現
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学 生 を 支 え る 環 境

独立行政法人日本学生支援機構、地方公共
団体・公益法人の奨学制度等があります。

選考基準は 
学生本人の収入です。
（独）日本学生支援機構奨学金の貸与を受
ける場合には、学生本人からの申請が必
要です。選考等については、学生本人の収
入（定職、アルバイト、父母等からの給付、

奨学金等）及び学業成績を基に学内選考
がなされ、（独）日本学生支援機構へ推薦
された後、機構の審査により採用が決定
します。
（独）日本学生支援機構奨学金のうち博士
前期（修士）課程学生が貸与を受けられる
金額は、無利子の第一種奨学金の場合月
額で5万円又は8万8千円です。
また、有利子の第二種奨学金は、月額5万
円、8万円、10万円、13万円、15万円の中

から選択することが可能で、選考の基準
をクリアすれば第一種奨学金と第二種奨
学金の併用貸与を受けることもできま
す。（独）日本学生支援機構奨学金の申請
は、大学院へ進学する前に行う予約採用
と進学後に募集される在学採用がありま
す。予約採用は、4月から大学院への入学
を希望している学生を対象に前年の秋頃
に募集を行い、在学採用は入学後の4月
および9月に募集を行います。

返還は月々１万円 
程度から。
（独）日本学生支援機構奨学金は、大学院
を卒業してから返還していただく貸与奨
学金です。返還については、例えば、月額
5万円を2年間借りた場合、返還年数を12
年として利息を含めても、月々1万円程
度の金額で返還が可能です。

特に優れた業績による 
返還免除。
大学院において第一種奨学金（無利子）の
貸与を受け、返還免除の申請をした結果、
貸与期間中に「特に優れた業績」をあげた
者として、（独）日本学生支援機構から認
定された場合、また、（独）日本学生支援機
構が示す要件に該当の上、教員採用選考
等に合格し、大学院修了の翌年度から正
規教員として採用され、（独）日本学生支
援機構から認定された場合には、貸与期
間終了後に大学院在籍時に貸与を受けた
奨学金の全部または一部の返還が免除さ
れる制度があります。

奨学金制度

奨学金を受けるまでの流れ

2年間借りた場合の奨学金返還（月賦返還の例）

※ 2024年5月時点の情報です。（独）日本学生支援機構奨学金の最新の情報については、（独）日本学生支援機構のホームページ、及び、福井大学のホームページから確
認してください。
※ 地方公共団体・公益法人等の奨学金については、奨学生の募集がある場合に、学生ポータルおよび福井大学生専用の電子掲示板で案内します。
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入 試 情 報

学 生 支 援

「大学院、面白そうだね。」と思っている人
たちのために、大学院入試について説明
します。
大学院は興味のあるモノをさらに探究で
きる場です。
福井大学工学研究科には、工学系のほぼ
全分野にわたり様々な研究を行っている
先生方がいます。自分が研究したい分野
が決定したら、事前にその分野の先生に
コンタクトをとってください。
「興味のあるモノ」を先生方と話すこと

で、より具体的な研究・進学のアドバイス
が得られると思います。
先生の研究分野については、本学ホーム 
ページの「教育研究者検索」で確認してく
ださい。
学部学生時代の成績が優秀である場合、
「推薦選抜」で入学する方法があります。
あなたが本学の学生なら、まずは、助言教
員や指導教員に相談してください。また、
社会人や外国人留学生の場合には、特別
選抜で入学する方法もあります。

大学院入試の「過去問」については、本学
生協2F事務室（0776-21-2956 office@
fu-coop.or.jp）へお問い合わせください。

大学院では研究が中心となり、学部時代
とは大きく異なる学生生活になってきま
す。長時間の実験や学会発表など、肉体
的・精神的負担も大きくなりがちで、それ
に伴いさまざまな悩みを抱え込む学生さ
んも少なくありません。小さなことでも
自分ひとりで抱え込まずに誰かに相談す
ることが大事であり、相談することで、自
分では気づかなかった解決策が見いだせ

る場合もあります。学生総合相談室では、
学業のこと、友人や教員などとの人間関
係、将来のことなど、さまざまな相談に常
駐しているカウンセラーが対応します。

何か悩みごとがあれば、どんな小さなこ
とでもかまいませんので、気軽に学生総
合相談室を利用してください。私たちが
悩みの解決策を一緒に考えます。

障がいのあるなどの理由により、修学上
何らかの支援が必要な学生の相談に応
じ、合理的配慮の提供に向けた調整を
行っています。修学面や学生生活面にお

いて支障を感じたり、支援を
受けたい場合は、右記までご
相談ください。

入試について

学生相談

障がいのある学生への支援

入試についてのお問い合わせは、学生交流
センター3階、入試課まで。

出願資格など、詳しくは、各募集要項でご確認ください。
本学ホームページ（https://www.u-fukui.ac.jp）の「入試情報」には、入試に関するお知らせを掲載している場合があるので、ご確認ください。

学生組合相談室
TEL:0776-27-9986、9987
E-Mail:g-soudan@ad.u-fukui.ac.jp
HP:http://soudan.ad.u-fukui.ac.jp/
（福井大学HP→学生生活・就職→相談・意見・質問）

入試情報はこちらから
https://www.u-fukui.ac.jp/
user_admission/examination/

保健管理センター TEL:0776-27-8513
学生総合相談室 TEL:0776-27-9986、9987
HP:https://www.u-fukui.ac.jp/cont_life/
confer/support/　（福井大学HP参照）

博士前期課程 博士後期課程（10月入学／4月入学）

推薦選抜 一般選抜／社会人特別選抜／
外国人留学生特別選抜

一般選抜／社会人特別選抜／
外国人留学生特別選抜

募 集 要 項 公 表 4月上旬

募 集 人 員 全3専攻14コースで合計283名 22名

出 願 期 間 6月上旬 7月下旬 7月下旬

選 抜 日 6月下旬 8月下旬 8月下旬

合 格 者 発 表 選抜日後約2週間 選抜日後約2週間

入 学 手 続 期 間 10月中旬 10月入学：9月中旬／4月入学：10月下旬
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附属国際原子力工学研究所
福井県嶺南地域の豊富な原子力関連施設を活用した原子力の基礎・基盤研究 及び応
用研究を進めるとともに、原子力の安全性向上、防災危機管理の向上に資する研究、
地震・津波に強い原子カシステムの開発、適切かつ迅速な放射線防護対策等の研究、
ウクライナをはじめヨーロッパやアメリカなどの海外の研究機関との学術交流を通
した国際的な原子力安全基盤研究を進めています。また、上記の地域の他、インドネ
シア、ベトナム、モンゴル等のアジア諸国から留学生、研究者等を受け入れ、質の高い
国際的な人材育成を行っています。
さらに、もんじゅサイトの新試験研究炉の詳細設計等を通じて、北陸・中京•関西圏の
大学、研究機関との連携、福井県内の原子力関連施設を核とした研究拠点の形成を推
進しています。

カーボンニュートラル推進本部
福井大学カーボンニュートラル推進本部は、「福大ビジョン2040」で宣言した2040
年に向けた脱炭素社会の実現に寄与するため、福井の気候を克服するのではなく、そ
の活用を楽しみながら自立・分散型エネルギーシステムの構築からグリーンビジネ
スの提案まで幅広い研究活動を展開します。
本部は、「ナチュラル・リソース研究部」、「コネクテッド・エネルギー研究部」、「サス
ティナブル・ライフ研究部」の3つの研究部から成るドラマチック・ウェザーサイエ
ンス研究センターで研究活動を展開しています。

遠赤外領域開発研究センター
遠赤外領域開発研究センターは、電波と光の中間に位置する新しい電磁波領域「遠赤外光／テラヘルツ
波」を総合的に開発研究しています。独自開発の高出力テラヘルツ波源「ジャイロトロン」をさらに高性
能化し、物質科学・生命科学・素粒子物理学・新機能材料開発・エネルギー科学等の広範な領域で新しい
研究に適用するとともに、新方式テラヘルツ波発生・分光法を開発しています。図は最近開発した高性
能ジャイロトロンの写真です。本センターは、国内外多数の研究機関と学術交流協定及び共同研究覚書
を締結してグローバルな研究協力を展開し、遠赤外領域研究の世界的拠点としても注目されています。

繊維・マテリアル研究センター
福井大学と地域の双方が強みを持つ研究分野である繊維・機能性材料工学分野の研
究・開発を地域と協働で行う体制を強化するために、2019年4月に設立しました。日
本の元気な繊維産地をもっと元気にすること、みなさんに役に立つセンターになる
こと、さらに世界の繊維・マテリアル研究分野の発信基地になることを目指して、活
動を展開しています。
研究例：①
福井大学が長年培ってきた電子線加工技術を基礎に、レアメタルなどの金属イオン
を選択的に、吸着・回収できる不織布の開発に成功
研究例：②
線状レーザ溶融静電紡糸法の開発により、食品工業、メデイカルなどの分野で要求さ
れる高透水量の精密ろ過膜として、ナノファイバーマットの量産化に成功

①

②
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地域創生推進本部
地域創生推進本部は産学官連携本部、産業化研究特区と
ともに、福井大学社会共創機構の一翼を担っています。当
本部では地域の高等教育機関、地方公共団体、産業界及
び金融機関等と連携し、地域で必要とされる人材の育成
及び地域創生に資する社会共創を支援・推進しています。

令和4年4月には新た
に附属嶺南地域共創
センターと附属創生
人材センターを設置
し、嶺南エリアにおける地域課題解決や多職種連携教育・価値創造型PBLの実施に取り組んでいます。そ
の他、公開講座をはじめとして「福大未来キャンパス‒中高生のための未来発見講座‒」などの事業を通じ
て、広く地域のみなさまへ福井大学の教育や研究を還元し、キャリアアップや生涯学習を支援しています。

山口　光男〔講師〕
・ 経営学、なかでも知識経営、技
術経営（MOT）の理論と実践
の融合研究「価値づくり」のた
めに、「ものづくり」をどう活
用するか、考えていきましょう
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o竹本　拓治〔教授〕

・ ナッジ理論やゲーミフィケー
ションなどのアプローチを経
営工学に取り入れてみません
か？組織の効率やパフォーマ
ンスを向上させ、未来志向の
経営を実現しましょう。
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ji大久保　貢〔教授〕
・ 地域人材育成における高大接
続として、高校における探究
的な学びへの支援を通して高
校で育む資質と大学が求める
資質の橋渡しを行い、高大連
携活動を推進しています。
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総合情報基盤センター
教育や研究、大学運営に必要な情報処理環境を提供するとともに、学生や教職員などの構成員にとって不可
欠な大学のネットワークの管理運営を行うセンターです。大規模な計算や大容量データ処理を行う科学技
術計算、医療情報処理計算という役割だけでなく、学内ICT環境の向上に向けた指導・支援も行っています。
また、近年問題となっている情報セキュリティ向上に対する指導・支援にも力を入れており、これらの活動
を通じて、大学院における教育の向上と研究の推進をサポートしています。

大垣内　多徳〔准教授〕
情報ネットワーク分野
・ 情報システムや情報ネット
ワークについて、利便性、安
全性、高可用性と低運用コス
トを両立させる手法について
考えています。
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グローバル・エンゲージメント推進本部・グローバル人材育成研究センター
グローバル・エンゲージメント推進本部及びグローバル人材育成研究
センターは、英語教育の他、外国人留学生に対して日本語・日本文化・日
本事情に関する教育を実施するとともに、外国人留学生に、修学上、生
活上の指導助言を行っています。また、学生をグローバル人材として育
成するために、語学力や異文化理解力などを培う海外研修プログラム
の実施や、海外派遣支援金の支給等を行っています。さらに、図書館2
階にあるLDC（言語開発センター）には、外国語を自律的に学習するた
めの充実した設備と教材を取り揃えています。また、学生交流センター1階にあるセーレン　グローバルハ
ブでは、学生が自由に交流できる場所として、学生コーディネーター（SC）が企画した国際交流イベントを定期的に実施しています。
本学には、20ヶ国・地域から175名（2024年5月1日時点）の外国人留学生が在学しており、日本人学生との交流、地域社会との交流を推
進しています。帰国留学生が組織する福井大学留学生同窓会も14ヶ国・地域に18支部まで広がっており、今後も本学は、帰国留学生と
の強固なネットワークを築いていきます。

虎尾　憲史〔教授〕
・ 留学生向けの日本語教育を専
門とし、博士前期課程では「工
業日本語特論Ⅰ・Ⅱ」という
科目を担当しつつ、留学生支
援業務にも従事しています。

T
O

R
A

O
 Y

o
s

h
in

o
b

u

留学生との交歓会

産学官連携本部
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学内外から要請される産学官連携活動を的確かつ迅速にコーディネ一卜する組織です。産学官連携本部
の内部・外部の窓口となる連携企画部、大学院生が関わることも多い共同研究の窓口となる共同研究推進
部、学生や教育の独創的アイデアを発掘し、事業として育てたり、起業化に向けた教育研究をサポートす
る創業支援部の3つの部と、大学院生の研究でもお世話になることの多い分析や計測技術を支援する附
属テクニカルイノベーション共創センター、研究成果の社会実装に向けた各種マネジメント支援行う附
属社会実装研究センターの2つのセンターで構成されています。
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研究者とともに、研究活動の企画・マネジメント、研究成果活用推進を行い、研究活動の活性化や研究開発
マネジメントの強化を目的とした組織です。大学院生も加わる可能性のある政府資金研究プロジェクト
の申請、契約から成果報告までのサポートなどを行う研究•企画管理部、研究を通じて得られた知的財産
をしっかりサポートする知的財産・技術移転部の2つの部で構成されています。

大学院前期課程のＭＯＴ（技術
経営）関連授業ではやマーケ
ティングを学び、企業の方のア
ドバイスを受けながら、ものづ
くりの一連の流れ「企画・設計・
試作」を経験することできます。

研究をリード・サポートする仕組み
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本センターは福井大学における数理・データサイエンス・AI分野における教育研究活動のより一層
の推進を目的として、2021年7月1日に開設されました。また、2024年4月1日にはセンター内に新
たに教育推進部と研究共創部が設置されました。本センターの主な業務は次のとおりです。（1）数
理・データサイエンス・AI分野およびデジタルトランスフォーメーションに関する教育研究の推進
及び支援に関すること、（2）数理・データサイエンス・AI教育プログラムの制定、管理運営に関する
こと、（3）数理・データサイエンス・AI分野およびデジタルトランスフォーメーションに関する教
育研究の自己点検及び評価に関すること、（4）数理・データサイエンス・AI分野およびデジタルト
ランスフォーメーションに関する学内外の教育研究組織及び地域社会との連携協力に関すること。
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当センターは、学部から大
学院までの教育研究におい
て、一貫して創造力と実践
力の育成を支援するセン
ターです。大学院博士前期
課程では、プロジェクト型
学習（工学研究科共通科目：
PBL I, II, 情報PBL I, II）、長期インターンシップ（工学研究科 
共通科目）などの授業の他、機械工場での精密工作支援などを
通じて、みなさんの能力向上をサポートします。
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液体窒素や液体ヘリウム
を用いた超低温領域での
実験研究を行う施設で、
研究に必要な液体窒素や
液体ヘリウムの製造・供
給及び使用後のヘリウム
ガスの回収も担います。

�å� �Ñ�±� �¤�ï�µ� �Ê�Õ�•�³�ã�ï�·�ï�»�”
学部の枠を越えて生命科
学に関連する幅広い分野
の教育と先端的生命科学
研究を高水準で推進する
とともに、医学や生命科
学を理解し応用できる優
れた技術者を育成しま
す。

�•�¬���¥�Z�€�­�­�·�ï�»�”
地域に密着した環境問題
を調査し、地域の環境を
保全・改善するための研
究を行っており、環境に
対する一般の方々の理解
を支援するための環境教
育も重要視しています。
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